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オートデスクは、新しい何かを生み出す人々のためにソ
フトウェアを開発しています。高性能の車を運転したり、
そびえ立つ摩天楼を見上げたり、スマートフォンを使っ
たり、素晴らしい映画を見たりしたことはありますか？
あなたもきっとこの世界のどこかで、オートデスクのソ
フトウェアから生まれたものを目にしてきたはずです。

オートデスクは、お客様がより迅速に、コストと無駄を
削減しながら、より良い製品を提供することで拡大し続
ける市場の需要に対応できるように、ものづくりの未来
を主導しています。包括的な設計および製造ポートフォ
リオにより、オートデスクは、エンドツーエンドの製品
開発のワークフローを自動化および連携性を強化する先
進的なテクノロジーを提供しています。 

設計と製造の融合が進む中、設計、エンジニアリング、
シミュレーションからコラボレーション、CAM、積層造
形、工場レイアウト管理まで、デスクトップおよびクラ
ウドベースの統合ツールをお客様に提供しています。こ
の統合プラットフォームは、専門分野のサイロ化を解消
し、エンジニアリング チーム間でより俊敏な作業を可
能にして、競合優位性を高めます。

詳細については、autodesk.com/fom をご覧ください。
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設計

4

建設現場の掘削装置、農作物
を収穫するコンバイン、洋上
風力発電用タービンなどのギ
アボックスは、トルクを生み
出し、産業用機械の回転速度
を上げる重要な部品です。

Rich McEachran

アボックスを精密に設計できるほど、
その運用効率も性能も向上します。
Industry 4.0 と、それに伴ってデジ

タルトランスフォーメーションがもたらした
技術的な進歩のおかげで、ギアボックスやそ
の他の機械部品の設計および製造がデジタル 
ツインによって改善されるようになりました。
このプロセスには、物理アセットをデジタル 
プラットフォームにマッピングし、センサー
を使用してアセットの効率、条件、リアルタ
イムの状態を監視することが含まれています。
これにより、メーカーは設計上の意思決定に
役立つ情報が得られ、将来の製品開発を強化
し、既存の製品のライフ サイクルを延長でき
ます。
「デジタル ツインは多くのことを促進します
が、最も重要なことの 1 つはコラボレーション
です」と、Accenture 社で英国およびアイル
ランドのインダストリー X.0 リードを務める 
Ben Salama 氏は言います。
「メーカーは部品の動作をシミュレーション
できるようになり、設計者はエンジニアと連
携して、生産効率を改善し、作業プロセスを
合理化できるようになりました。どこにいて
もコラボレーションして、些細だが影響を大
きく与えることに気づくことができます。そ
の結果、生産コストを削減して、耐久性の高
い製品の保守の削減、顧客満足度の向上が期
待できます」

ギ

産業用機械メーカーのものづくりの未来

製品設計の未来

アセットのライフ サイクルの最適化
設備や機械に大きく依存する業界では、アセ
ットをフル稼働させて、ときには 24 時間連続
で稼働させる必要があるため、故障や停止は
生産量や品質に影響する可能性があります。
デジタル ツインによって、メーカーは設計の
微調整とアセットの監視の両方が可能になり、
ギアボックスなどの部品交換が必要になりそ
うな時期を予測できます。したがって、エン
ジニアはリアクティブではなく、プロアクテ
ィブに修復作業ができます。 



ノルウェーを拠点とする DNV GL 社は
世界有数のエネルギー認証機関であり、
WindGEMINI を開発しました。風力発電機の
デジタルツインは、膨大なデータを分析し、
タービン全体と各種部品の両方について予後
分析と寿命予測を行います。
「収集したデータのメリットは 2 つありま
す」と、WindGEMINI の代表、Francesco 
Vanni 氏は言います。「1 つ目は、風力発電所
のオペレーターが、情報に基づいて運用の意
思決定を行い、フリートを最適化できること
です。

2 つ目は、デジタル ツインから得た情報を
タービンの運用戦略にフィードバックして、
新しいタイプの風力タービンの設計プロセス
に直接反映できることです。開発プロセスで
最適な運用を考慮でき、特定の期間に取得で
きるエネルギー量などの個別の目標から、タ
ービンのライフ サイクル全体における、エネ
ルギーのコストの最適化へと設計の目標を移
すことができます」 

260 
億ドル

2025 年までの世界のデ
ジタル ツイン市場の規

模を予測

Grand View Research、2018 年

So
l S

to
ck

/G
et

ty
 Im

ag
es

デジタル ツインによって、
メーカーは設計の微調整
とアセットの監視の両方
が可能になり、ギアボッ
クスなどの部品交換が必
要になりそうな時期を予
測できます。

部品管理の重要性 
大型産業用機械の保守および部品交換のコス
トと、避けられないダウンタイムに伴う運用
上の損失は、必要なスペア部品の入手が遅れ
てさらに悪化する可能性があります。 
将来の製品設計において重要な箇所は、
点検修理および部品管理になるでしょう。
Formlabs 社の製品設計・エンジニアリング・
製造担当インダストリー マネージャーである 
Andrew Edman 氏によると、デジタル ツイン
によってプロトタイピングが加速しリード タ
イムが短縮できるとしても、応答性に優れた
直感的なデジタル ファブリケーションと組み
合わせて使用しない限り、物理世界とデジタ
ル世界の隔たりを埋めることはできません。
「積層造形によって、メーカーや現場の組立
作業員は部品の人間工学的な面に関するフィ
ードバックを提供し、同日または翌日には改
良した 3D プリント部品を出荷できます」と、
Edman 氏は言います。「部品を顧客に納品す
るまでの時間が短縮されることは、メーカー
が新たなトレンドや顧客のニーズによりすば
やく対応できることを意味します」
これは、メーカーがデジタル ツインによっ
てフィードバックされた情報に基づき、アセ
ットの設計に段階的に改良を加え続けて、そ
の過程で起きた問題に迅速に対処できること
も意味します。
競争が激化する中、特により低コストで製造
できるアジアの企業と競争するうえで、英国
や欧州、米国のメーカーは迅速に製品を市場
に投入できる必要があります。デジタル ツイ
ンによってこれが可能になるうえ、特定の要
件に合わせて製品を調整し、競争上の差別化
を実現できます。 
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コマーシャル特集

人材のデジタル化
ものづくりの未来を成功させるために 
必要不可欠な変革に一歩を踏み出す

Rich McEachran

第
4 次産業革命（4IR）のチャンスを活か
すために、メーカーは未来の人材に必要
なスキルと経験を身に付けさせる必要

があります。
問題は、多くの若い労働者が、製造業を低賃金
でキャリアアップの見込みも薄い廃れつつある産
業と見なし、この業界に入る意欲を失う可能性が
あることです。
否定的な印象があるかもしれませんが、この業
界は実際には多くのチャンスがあります。
「製造業のイメージを一掃することが必要で
す。この業界の未来は、若い世代を早い段階か
ら従事させられるかにかかっています」と、LCA 
Group 社のマネージング ディレクター、Alan 

Sheppard 氏は言います。同社は、製薬業界や原子
力業界など、さまざまな業界の制御盤を製造してい
ます。
「若者は、今までとは違う物事の進め方について
豊富なアイデアを持ち、新しいテクノロジーを受け
入れて変化に対して柔軟に対応できます」

LCA Group 社は現在、製造のデジタル化と自動化
に向けて自社の人材を育成しています。
若者のデジタルに対する意欲とテクノロジーに精
通したスキルは、前の世代と比べて、明らかに必
要とされています。Deloitte and the Manufacturing 
Institute の調査によると、デジタル化と自動化によ
り、2028 年までに米国だけで 460 万人の新規雇用
が生まれ、さらに、スキル不足が原因で、そのう
ち 240 万人分の雇用が埋まらないことがわかりまし
た。
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「業界として、私たちはエンジニアリングと製
造業の知名度やイメージを向上させる必要があ
り、企業は自社の情報にアクセスしやすくする必
要があります」と、Sheppard 氏は言います。「私
たちは、高卒者や見習いの採用をさけていました
が、この業界の未来を守るためには、製造業から
広がる多くのキャリアのチャンスを示す必要があ
ります」

時代を先取りする 
4IRによって、この分野の接続性が強化され、メ
ーカーは、機械の設計と製造をつなげることで、
より効率的にテクノロジーを利用して生産スピー
ドを上げて、製品開発データを上流から下流のプ
ロセスにシームレスに流せるようになります。 
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主なポイント
第 4 次産業革命（4IR）とは、製造のサプラ
イ チェーンのデジタル化、設計と製造のワ
ークフローをつなぎ、製品開発の迅速化を
意味します。
収集したデータをビジネス ダッシュボー
ドやツールにフィードバックさせて、そこ
でデータを分析し、製造戦略について情報
に基づく意思決定を行うために活用できま
す。
ソフトウェアは、メーカーのより効率的
な設計を支援できるようになります。た
とえば、オートデスクと連携してジェネ
レーティブ デザインを使用した Claudius 
Peters 社は、クリンカ冷却装置の一部を 
30～ 40% 軽量化し、コストを削減して、
部品あたり 100 ユーロ（123 ドル /97 ポン
ド）節約できました。
しかし、さまざまなテクノロジーから流れ
込むデータを理解するには、企業が従業員
に対し、関連するスキルと専門知識を習得
させることが必要です。
若者はデジタルに精通しており、4IR がも
たらすチャンスを製造業界が活用できるよ
うにサポートできます。 

若者はデジタルに精通しており、4IR が
もたらすチャンスを製造業に活かすこと
ができます。

成功事例として、セメントおよび石炭プラント
用の重機を製造し、ドイツのハンブルク近郊に本
社を置く Claudius Peters 社があります。オートデ
スクなどのテクノロジー パートナーのサポートを
得て、同社は部門間のプロセスをつなぎ、最適化
し、データを収集してより迅速かつ適切な意思決
定を行えるようになりました。
また、ジェネレーティブ デザインに取り組み、
クリンカ冷却装置の設計、製造時にマテリアルの
使用量を削減しました。

Claudius Peters 社のオペレーション ディレクタ
ー兼最高デジタル責任者（CDO）、Thomas Nagel 
氏によると、老舗企業は競争力を維持するために
デジタル化を導入する必要がありました。
時代を先取りするため、同社は地域の工業大学
と提携し、卒業生を中心とした若手の独創力の活
用も視野に入れています。「インターンは変革の
推進者になる可能性があります」と、Nagel 氏は
言います。
デジタル化により、製造業務をインテリジェン
トなシステムと統合することが可能になるため、
継続的かつシームレスにデータが流れ、それを分
析してインサイトを得て、戦略的な意思決定を行
うことができます。
若者はデジタル ネイティブであり、適切な分析
技術を適用して、このリアルタイムのデータを処
理するのに適しています。したがって、若者は、
メーカーの生産性および効率を向上させる重要な
人材となります。

若者は、今までとは違う物
事の進め方について豊富な
アイデアを持ち、新しいテ
クノロジーを受け入れ、変
化に柔軟に対応できます

コマーシャル特集
7 産業用機械メーカーのものづくりの未来



パーソナライゼーション

どのようにして 
アジリティ（俊敏性）を 
強化できるのか
顧客はパーソナライズされた体験を求めていますが、従来の運用モデルではそ
のような製品の生産を拡大することは困難でコストがかかるため、メーカーは
新しいテクノロジーを導入し、ビジネスのアジリティを高める必要があります

Ben Rossi

ジリティ（俊敏な対応力）は常に重要
ですが、メーカーにとって、かつてな
いほど重要な課題となっています。消

費者が製品をすぐに入手できることは、もはや
当たり前になりました。顧客の期待値は、消費
者は欲しいものを、欲しい時に、欲しい形で入
手できることへ変化しています。
成功しているメーカーは、良い顧客体験の必
要性を理解していますが、開発中にこのニーズ
を失う危険性があります。困ったことに、多く
の企業がスマートになるために進化するとい
うよりも、規模を拡大するために進化してしま
うことです。その結果、巨大なサプライチェー
ンや流通ネットワーク、固定設備費や人件費に
より、最小生産量を考慮したシステムになって
しまいます。従来の製造における試作から本格
生産への移行は、コストのかかる取り組みであ
り、改良を加えることは困難です。
メーカーは古いシステムや組織構造にも阻ま
れています。これに対抗するため、多くの企業
は、必要に応じて切り替えたり交換できる小規
模で自律的な機能を通じてアジリティを強化
し、ビジネスと個々の機能におけるエンドツー
エンドのオーケストレーション（構築・運用の
自動化）を最適化することで、スリム化し、柔
軟性を高めています。
「特にメーカーと顧客の間に複雑なサプライ 
チェーンがある場合には、顧客の関心を引く新
しい方法があります」と、

ア

81%
の組織は 2019 年に主に 
CX（カスタマー エクス
ペリエンス：顧客体験）
に基づいて競争すると

予想

Gartner、2019 年

Fujitsu 社の英国およびアイルランドの最高技
術責任者（CTO）、Graeme Wright 氏は言い
ます。「しかし、このエンゲージメントを実
現するには、アジリティ（俊敏性）を高めて
新しい働き方を実装するための適切なインフ
ラを導入することが鍵になります」

3D プリンティング 
一方で、最少生産量、サプライ チェーン、製
品化までの時間に関する従来の規範は、新し
い積層造形機能によって一変しつつあります。
「製品の構想と設計は現在、ほぼシームレス
に個々の顧客体験とリンクさせることができ、
さまざまな顧客の仕様に合わせて、膨大な数
の部品が製造されています」と、HP 社の英国
およびアイルランドのマネージング ディレク
ター、George Brasher 氏は言います。 
大量生産品の時代はとっくに終わりました。
よりパーソナライズされた顧客体験を提供し
ている企業は急速に拡大し、収益の拡大を実
現しています。ものづくりにおけるこれほど
の多様性、俊敏性、特異性はこれまでありま
せんでした。試作と本格生産の境目が曖昧に
なってきています。設計プロセスが、長い調
達および製造プロセスに先行するのではなく、
シームレスに統合されるようになり、企業は
自信を持って大規模に生産を変更できるよう
になりました。
投資対効果を高めるには、顧客満足度の向上、 

8 産業用機械メーカーのものづくりの未来



ものづくりの未来に生き残り、成功するの
は、最大、最速、最強の組織ではありませ
ん。変化に最も適応した組織であるはずで
す」

製造業界においてアジリティは常に差別化
要因であり続けていますが、テクノロジーが
急速に動き、進化し続けるときにそれがより
顕著になります。ものづくりの未来に生き残
り、成功するのは、最大、最速、最強の組織
ではありません。変化に最も適応した組織で
あるはずです。
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解約率の低減、ブランド ロイヤルティの向上
にあらためて注力する必要があります。たと
えば、競合他社が人気の高い製品のバリエー
ションを増やした場合に迅速に対応しないな
ど、市場の変化に対応できていないと、確実
に顧客を失うことになります。

段階的な変化
既存のビジネス モデルにアジリティを盛り込
むには、メーカーは利用されなくなった生産
ライン、物理的な工場、IT や運用技術システ
ムの管理など、段階的に変化を推進する必要
があります。変化する需要に迅速に対応する
には、迅速に構成できる生産ラインが必要で
す。 
「そのために最も簡単な方法は、固定され
た機械ではなく柔軟なロボットを既存のライ
ンに導入し、手動のアジャスターを変更し、
ラインにスマート センサーを配備して、製
造実行・製造運用管理システムを導入するこ
とです」と、Schneider Electric 社のインダ
ストリー担当バイス プレジデント、Martin 
Walder 氏は言います。
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製造業界における 
スキルギャップを 
埋めるためのスキルアップ
製造業界におけるスキルギャップが広く報告されているが、その答えは既存の人材にあるかもしれない

1 製造業界におけるスキルの見通しは
不透明に見えるかもしれません…

製造業界の熟練労働者不足が深刻化

求人数

200%

100%

ギ
ャ
ッ
プ

Microsoft、2019 年

2 

採用者数

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

…製造業の求人は長期に
わたって未充足

製造業の求人が充足するまでの平均期間

70 日
2015

Deloitte/Manufacturing Institute、2018 年

93 日
2018

269 万人
製造業における離職後の未充足求人数

Deloitte/Manufacturing Institute、2018 年

196 万人
拡大し続ける消費者の製品需要に対応
するため、2017 から 2028 年にかけ
て必要になる追加の労働者数

Deloitte/Manufacturing Institute、2018 年
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3 しかし、不足している人材は企業の現在の人的
資本にあるかもしれない。製造業に携わる従業
員の大半はスキルアップに意欲的である

雇用可能状態の維持を目的とした新たなスキルの習得や徹底した再研修の受講に対し
て準備ができている従業員

PwC、2018 年

4 スキルアップの潜在的なメリットが
ますます明らかになる一方で
メーカーは依然としてそこに 
十分に力を注いでいない

今後数年間でスキルギャップを解決する最善策について、
組織がどう感じているか

McKinsey、2018 
年

1%

再研修のみ

3%

採用のみ

15%

主に採用

26% 
いいえ

74% 
はい

40%

主に再研修

83%
の採用コストは、社内人材の
再教育で節約可能
Deloitte、2018 年

41%

採用と再研修を 
半分ずつ
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人材

自動化で従業員のスキル
を高める
ロボットが世界中の工場や製造プラントを占拠して、労働者は取って代わられると 
記事や統計情報は信じ込ませようとしている

Rich McEachran

ンサルタント会社の PwC 社は、英国
の製造業界は 2035 年までに現在の雇
用の 4 分の 1 を失う可能性があると

予測しています。一方、よく引用されるオッ
クスフォード大学の研究では、今後 20～ 25 
年以内に雇用の 47% が失われる可能性がある
と予測しています。
しかし、そのような悲観的な話ばかりでは
ありません。2017 年の時点で、グローバル コ
ンサルティング会社 Cognizant 社がホワイト 
ペーパーで強調しているのは、多少の雇用が
失われるかもしれないが、残る従来の仕事は
自動化によって強化されるだろうということ
です。新たな役割も生まれるでしょう。

コ

Cognizant 社の製造・ロジスティクス・エネ
ルギー・公益事業担当最高デジタル責任者（CDO）
の Prasad Satyavolu 氏によると、 
自動化は無限の機会をもたらしています。同時
に、その複雑さのため、メーカーは、自動化を
製造業務にシームレスに統合するために必要な
スキルを身に付けた従業員を確保することが必
要になるでしょう。

Satyavolu 氏は、ロボット プログラムと連動
して動作するインテリジェントなシステムおよ
び接続されたセンサーウェブを例として挙げて
います。さまざまなテクノロジーと生成される
データを理解するため、メーカーは多様な専門
知識へアクセスしなくてはならず、デジタル ア
ーキテクト、システム インテグレータ、戦略的
アドバイザーなどの新しい役割が必要になりま
す。
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地位を高める
これらの新しい役割の中には、特定のバック
グラウンドを持つ新入社員が指名されるもの
もありますが、現在工場や生産現場で働いて
いる既存の従業員の地位が上がる可能性があ
ります。たとえば、手動での品質管理や不具
合の修理に注力するのではなく、自動化する
ことで高度な保守によって不具合を特定およ
び予防でき、従業員はデータ品質管理や長期
的な戦略立案に集中して、競争上の差別化を
実現できます。
「メーカーが継続的な学習を奨励し、従業
員がインテリジェントなマシンを恐れること
なく、どのように付き合い、一緒に働くかを
理解できるようにすることが重要になるでし
ょう」と、Satyavolu 氏は言います。

Formlabs 社の製品設計・エンジニアリン
グ・製造担当インダストリー マネージャーで
ある Andrew Edman 氏は、メーカーが自動
化を活用するには、従業員のスキルアップが
不可欠であると述べています。また、従業員
がアジャイルになるためにも役立ちます。
「たとえば、チームが 3D プリンターなど
のテクノロジーを利用できれば、迅速に反復、
テスト、フィードバックの収集を行い、製品
開発サイクルを短縮できます」と、Edman 
氏は言います。「さらに、このフィードバッ
クによって再現可能なフレームワークが作成
され、製造チームが一貫して顧客ニーズを満
たす製品を作れるようになります」 

46%
のメーカーはスキル 

ギャップに対処するために
研修予算を増加

Education Endowment 
Foundation、2019 年

たとえば、手動での品質管理や不具
合の修理に注力するのではなく、自
動化することで高度な保守によって
不具合を特定および予防でき、従業
員はデータ品質管理や長期的な戦略
立案に集中できます

MxD
自動化の複雑さは、ますますつながりが強
まる業界の需要を 1 つのメーカー単独では満
たせなくなることを意味します。従来のや
り方の先を見据えて、学術研究を含む分野
を超えた専門知識を集める必要があります。

MxD（旧称 Digital Manufacturing and 
Design Innovation Institute）が、『The 
Digital Manufacturing and Design Jobs 
Taxonomy and Success Profiles』という
ビジョンをまとめました。これは、メーカ
ーの人材採用計画に役立ちます。最終的に、
生み出すべき役割を定義することで、MxD 
はこの業界があらゆるスキルギャップを埋
めて、自動化の準備ができることを期待し
ています。

MxD が実施した調査で、現在の人材と、
メーカーが将来成功するために必要な従業
員のタイプを橋渡しするために役立つ 165 
の潜在的な役割が特定されています。これ
らの役割の中から、メーカーが従業員の研
修およびスキルアップの対象とすべき主な 
20 の役割が成功のプロフィールとして選ば
れました。
これらのプロフィールには、デジタルツイ
ン アーキテクト、機械学習スペシャリスト、
予知保全システム スペシャリスト、製造サ
イバーセキュリティ ストラテジストが含ま
れています。 

H
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競争力

サービスのデジタル化に
よりビジネス成長の機会
が生まれる 
厳しいビジネス環境で利益が減少する中、サービスのデジタル化に取り組むことは、
サプライ チェーンの効率化や新たな収益源となり、ビジネス成長を促進します

Ben Rossi

従
来の製品に加えて、付加価値の高いサ
ービスを提供する、いわゆるサービス
のデジタル化によって、メーカーは新

たな収益源を生み出し、コストを削減し、顧客
との関係を強化し、競合他社の先を行くことが
できます。これは現在、Apple 社の収入の 14% 
を占め、Rolls-Royce 社では半分以上を占めて
います。Boeing 社は今後 10 年でサービスの収
益を 80 億ドルから 500 億ドルに成長させるこ
とを目指しており、場合によっては、General 
Electric 社が GE Digital を立ち上げたように、
サービスのデジタル化プログラムがまったく新
しい企業に進化することもあります。
付加価値の高いサービスをコンセプトにする
ことは今に始まったことではありませんが、テ
クノロジーの進歩により、サービスのデジタル
化の機会が増加しています。航空宇宙業界では、
IoT（モノのインターネット）を使って予知保
全機能を追加しています。化学品メーカーは消
費主導型の補給および供給計画を展開し、エネ
ルギー会社は膨大なデータに基づいて管理され
たアセット保守プログラムを開発しています。
このトレンドを後押ししているのは、テクノ
ロジーだけではありません。顧客はサービス指
向のソリューションに飢えており、サービスの
デジタル化は、顧客固有の問題を解決する新し
いサービスによって競合他社に対する差別化を
実現するとともに、コストを削減し、リード タ
イムを短縮して、柔軟性と応答性を高める方法
をメーカーにもたらします。 

14%
の Apple 社の収入は
サービスのデジタル
化によるもの
Apple、2018 年

関係重視のマインドセット
「メーカーは従来の取引中心から、より関係
重視のマインドセットに移行する必要があり
ます」と、欧州で Infosys Consulting 社の製
造業務を率いる、Rafi Billurcu 氏は言います。 
「このためには、顧客との関係を継続的に育
成する必要があり、それ自体が文化や組織の
変化を伴う場合があります。たとえば、メー
カーはコール センターやその他の顧客との接
点を設けて、情報システム、会計慣行、リス
クおよびコンプライアンス要件に必要な調整
を加える必要があります」
メーカーがサービスのデジタル化による最高
の体験を実現して、顧客との長期的な関係を構
築するために、サプライ チェーンの新たな効
率化を模索する中で、設計と製造プロセスの融
合がますます進んでいます。エンドユーザー
は、高品質のサービスを一貫して提供してい
るメーカーと高い信頼関係を築く傾向があり、
それにより競合他社に目を向けなくなります。
サービスのデジタル化は、ゆるやかで段階的
なプロセスです。多くの企業はアフターサー
ビスのスペアパーツおよび修理部品サービス
から着手して、その後に故障修理サービスを
追加し、この段階では受動的にサービスを提
供しています。最終的には年間保守契約を追
加することで、初回販売ごとの収益が増加し
ます。収益性の高い保守契約を販売するには、
メーカーは製品や資産の保守費用を把握して
おく必要があります。これはその後のサービ
スとしてライフ サイクル全体を販売するため
の小さな一歩に過ぎません。 
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利幅の拡大
これにより、製造業の利益が高くなり、メー
カーは単に製品とお金を交換するのではなく、
顧客と一緒に取り組む成果に注力できるよう
になりました。製品設計は、ライフ サイクル
全体にわたってサービスを提供するためのコ
ストにも影響を与える可能性があります。つ
まり、アフターサービスの収益源を持つ業界
は、製品設計において保守性と信頼性を重視
しています。「サービスのデジタル化によって、
消費者と産業界の両方の環境で、顧客は製品
やアセットを購入しやすくなりました」と、
IFS 社の工業生産担当グローバル インダスト
リー ディレクターの Antony Bourne 氏は言い
ます。 
「また、顧客が目標を達成し、意図した成果
を得るための支援を行うことで、メーカーが
自らの能力で差別化することにも役立ちます。
あるメーカーが製品のみを販売し、別のメー
カーがサービスのデジタル化を通じて販売す
る場合、サービスのデジタル化に対応したメ
ーカーはより低いリスク プロファイルを提示
することになります。メーカーは、顧客の満
足度をベースにした販売が可能になり、また、
設備の性能をリアルタイムで確認することが
できるようになります」

サービスのデジタル化は、メーカーが評判
を勝ち取るか失うかという新たな競争の
場です

サービスのデジタル化は、メーカーが評判を
勝ち取るか失うかという新たな競争の場です。
それを成功させた企業は、変化し続ける顧客
ニーズにより迅速に対応でき、顧客が期待す
る価値をどのように提供すればよいか、より
深く理解するようになります。顧客の期待が
急速に変化する中で、このような知識を身に
付けることが、これから先の成功と失敗の分
かれ目になるでしょう。
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